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徳島県中学校教育研究会数学部会会員の先生方には，新しい学力観にもとづく数学教育実践に日々

取り組まれ， また，本部会発展のために御尽力いただき，厚く感謝申しあげます。

平成7年10月9日には，第27回徳島県中学校数学教育研究大会が， 「たくましく心豊かな生徒

を育てる数学教育一個を生かし， 自ら学ぶ力を育てる学習指導一」のテーマのもとに，板

野郡板野中学校を会場にして開催されました｡会員約230名の参加を得て,研究授業,講演,研

究討議が行われ，授業では， グループ学習やティームティーチングを取り入れた活発な授業が展

開され， また，研究発表では， 「課題学習」「ティームティーチング」「コンピュータ教育」の実践

発表がなされ，新しい教育の方向に向けての内容の濃いすばらしい研究大会でありました。

本部会では，平成2年度より「課題学習」に焦点を当て，研究に取り組んで参りましたが，先見

性のある研究であったと自負しております。平成7年度もテーマにそって， 「ティームティーチン

グの指導｣｢課題学習の研究｣「自ら学ぶ力を育てる数学指導｣｢数学科におけるコンピュータの利

用」「選択教科としての数学の指導」の5分野について，研究実践された内容で編集をいたしました。

私たち教師は， 「新しい学力観」のもと， 21世紀を創造的に生きていく生徒を育てようとしてい

ます。各学校におかれましては，本書を利用していただければ幸いです。

終わりに，本書の編集にご尽力くださいました研究委員の先生，事務局の先生方に厚くお礼を申

しあげて発刊の言葉といたします。

平成8年4月

徳島県中学校教育研究会数学部会

会長新居克行
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ティーム・ティーチングによる指導のねらいと改善

今日の数学教育の学習指導における課題は，学習進度の遅れがちな生徒を含め，すべての生徒が

その能力．適性に応じた指導をいかに受けるかにある。その手だてとして, T.Tによる学習指導

の実践がなぜ必要とされるのか簡単に述べてみたい。

一斉指導は，生徒の多様な能力や適性に応じた指導を行うには， この指導方法だけでは十分であ

るとはいえない。学習進度の異なる生徒の指導に当たって一人の教師では十分に対応しきれてい

ないのが現状である。

教師間の授業場面における協力を直接的協力，授業の指導案の作成や教材研究，教具の作成等を

間接的協力と区別することにしよう。本来，両者は密接に関連しながらすすめられるべきである

が，実際の教育現場においては，生徒指導や事務処理の多忙さもあって，必ずしもそうではない

現状がある。従来の授業形態における教師間の協力が，間接的協力にとどまり，授業場面におけ

る直接的協力にまであまり関心がもたれてはいなかった。

しかしながら，特に数学のように一人一人の生徒の習熟度にかなりの隔たりが見られる教材につ

いては，個に応じた学習指導ができやすい環境づくりが早急に求められるように思われる。

ここ一年間T.Tによる指導を実施してきたわけであるが，十分な教材研究もできず，生徒たち

の学力・学習意欲を伸ばすことができなかった反省として，気がついた点を挙げたい。

・ 2人の教師の指導する範囲をはっきりと分担することは効果的ではあるが，その場合でも2

人の教師が指導の全体の流れをつかみ，互いの協力によって実際の生きた授業を組み立ててい

く気配りが必要である。

・一人の一斉指導では難しかった学習の動機づけの工夫をし，説明の工夫や個別指導，生徒の

自信につながる励ましを2人の教師とも精力的に取り組む努力が必要である。

・各授業における目標を2人の教師の事前の教材研究で明確にし，その目標達成に向けての授

業の流れを段階的に組み立てておく準備が必要である。

o従来の一斉指導の時の固定観念や授業観にとらわれず，新しい授業を創造していく柔軟な姿

勢が教師に求められている。

・ 習熟度別コース学習は，生徒にとって非常に意欲的に取り組むことのできるものであるが，

そのコースの分け方，進度との兼ね合わせなど課題も多い。今後， これらのことを一つ一つ解

決しながら前向きに取り組みたい。

今後T.Tによる指導方法の研究が次々となされ， この授業形態が多くの学校で定着されること

を願うばかりである。

－2－



T、Tによる習熟度別コース学習の効果について(1年）

1 実践方法

1年生の週3時間のうち， 2時間をT、Tの授業としている。単元が終わるごとに，習熟度別

コース学習を行う。習熟度別コース学習は， 1学年8クラスを3つのブロックに分け，そのブロ

ック内で習熟度別に3コースに分ける。コース選択については， 自己診断テスト （資料1）を実

施し生徒自らが希望したコース（資料2）で学習する。取り組む内容は， コースごとの3種類の

ワークシートを作成し， そのコースが終われば，次のコースのワークシートに進めるようにす

る。また，学習形態についても，小集団（先生の説明付き） ・グループ（多少の相談あり） ・個

別（1人でがんばる）と自己選択によって行う。習熟度別コース学習の後， 自己評価テストを行

い，各自の習熟度を自ら確認，反省する。

一 一一 自己診断テスト 自己評価テスト

2研究のねらい

生徒一人一人の個性や特性を生かし，伸ばすことをねらいとし，生徒自身が自己の個性や特性

を知り，苦手分野は補い，得意分野はさらに学習を深めていくなど， 自己選択による学習が意

欲的に行われることを目的とした。

また，今年度は次の2点を改善して取り組んだ。

・昨年度は3コースを基礎・標準・応用コースと呼んでいたが， その名前の廃止

･各コースの人数制限の廃止

コース名の廃止は，生徒が自己選択するときに名前を意識し，適切なコースが選べない場合が

あったので実施した。コース選択の時のコース名は， 自己診断テストの問題番号により名付け

た。また，人数制限の廃止は，昨年度は，実施教室を各教室としていたので， 35名の枠があっ

たため，第2希望に教師が操作することがあったが，それではせっかくの自己選択が有効でない

ので，今年度は教室で対応できないコースについては，特別教室を使用し，すべての生徒の第

1希望のコースを採用した。

3指導計画

（1）正の数．負の数の学習後

（2）文字の式の学習後 各2時間ずつ

－3－



開4展

第1回習熟度別コース学習「正の数．負の数」
(担当教師・実施教室・人数）

第2回習熟度別コース学習「文字の式」
(担当教師・人数）

(注） コース名は便宜上，基礎的・標準的・応用的と表では示すことにする。

習熟度別コース学習は，週3時間のうち2時間あるT、Tの時間に行われる。 1．2組， 3．4．

5組6．7．8組は, T、Tの時間は同時展開なので，習熟度別学習は特別時間割りを組まなく

ても容易にできる。担当教師は， 3クラス2人ずつの6人だが， （1．2組においては4人になる

ので，習熟度別学習の時だけ1人加配して5人で対応）習熟度別学習の時間は基礎的なコースに

3人（1 ．2組については2人）を配置し指導することを原則とする。

ただし，第2回の1．2組の標準的コースのような10人という少人数の場合は基礎的コースを

3人で担当した。今後，生徒の第1希望採用にあたって人数の偏りがある場合は生徒の人数によ

って，担当教師の配置数も柔軟に対応していく。

－4－

1 ． 2組 3 ． 4 ． 5組 6 ． 7 ． 8組

基礎的コース
教師……2人

1組 （22人）

教師……3人

4組 （13人）

教師……3人

8組 （31人）

標準的コース

教師……2人

第2視聴覚室

(27人）

教師……2人

3組 （35人）

教師……2人

7組 （31人）

応用的コース

教師……1人

第1視聴覚室

(21人）

教師……1人

図書室 （53人）

教師……1人

図書室 （40人）

1 ． 2組 3 ． 4 ． 5組 6 ． 7 ． 8組

基礎的コース 3人 （23人） 3人 （26人） 3人 （33人）

標準的コース 1人 （10人） 2人 （23人） 2人 （26人）

応用的 コース 1人 （37人） 1人 （47人） 1人 （43人）



5分析と考察

習熟度別コース学習での各コースの様子には，それぞれ特徴的なものが見られた。基礎的なコー

スでは，小集団を希望した生徒には教師がそばにつき，丁寧な指導をし，応用的なコースでは，

個別に学習をすすめる生徒は自分のペースで意欲的に問題をこなし，グループ学習の生徒は，話

し合いながら問題を解いていくという様子が見られた。

(1)生徒の感想

良かつた点

･計算が楽しくできた。

・グループで相談でき，他のクラスの子とも仲良くなった。

。難しい問題に挑戦できた。

・自分が間違いやすい問題がよく分かった。

・同じくらいの点数の友達と勉強できてよかった。

・自分のレベルに合わせてできた。

o先生がよく分かるまで教えてくれた。

・自分でよくがんばった。

悪かった点

・話をしてしまった。

o時間がすぐなかった。

・無理をして難しいコースにいってしまった。

oもう少し難しいコースを選んだらよかった。

o難しいコースの難問のところを投げ出してしまった。

意見・要望

。またして欲しい。

・今度は全部正解できるようにしたい。

・今度は個別に挑戦したい。

。もう少し時間が欲しい。

・1時間して理解できたら次のコースへ移りたい。

(2)考察および成果

･考察

今回の第1回と第2回の習熟度別コース学習の診断テスト・評価テストの結果から考察す

ると（資料3)，応用的コースを選択した者は， コース学習後の結果からもその効果が認め

られる。応用的コースを選んだ生徒は，理解度も高いので自分で学習を進めていくことが

でき，数学という教科自体を好きな者も多く，意欲的に取り組めていた。

今回は，すべて第1希望採用なので， 1回目の習熟度別コース学習で選択したコースが不

適当と思われた生徒，違ったコースも行ってみたいとする生徒もいたようで， 2回目では1
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回目より診断・評価テストの中で子どものちらばりが見られる。

第1回の習熟度別コース学習で基礎的なコースを選択した生徒の到達度の伸びがあまりよ

くないので， 2回目では，特に理解度の低い生徒については，特別なワークシートを作成し

対応していった。

･成果

自己選択により生徒は積極的に問題に取り組めたようである。同じコースを選んだという

仲間意識も生まれたようで，学級の枠を外しての学習であったが，新しい友達もでき，楽

しく学習していた。基礎的なコースに教師が多く担当することで，理解度の低い生徒に対

して一斉授業より丁寧に接することができた。一斉授業では，なかなか質問ができずにい

た生徒が「先生に教えてもらってよかった。よく分かった｡」との感想も多く，そのことで

普段の授業で見落としがちな生徒がいることも改めて痛感した。また， 「楽しく数学ができ

た。数学が分かってきた｡」との感想もあり，習熟度別コース学習で，数学に対する意識の

変容がわずかではあるが見られた。

6今後の課題

コース選択でまだ適切な自己選択ができていない生徒がいる。基礎的なコースを選択したくな

い，恥ずかしいという誤った考えが捨てきれない。名前に左右されないように， コース選択時

も診断テストを8コースにし，問題の難易度によって（例えば， 1～4コースを基礎的コース， 5

～6を標準的コース， 7～8を応用的コースと幅を持たせた）分けたが，個人の理解度と合った

コースが選択できていない。自己選択・自己理解のため第1希望を採用したが，今後適切でない

場合は，教師の助言・指導をさらにしていかなければならないと思う。

（小松島中学校赤松 香）
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資料2

習嬰､度号U学習一コース逗茎ﾂぅ尺､表

（）組（ ）番氏名（

上の問題の1～8コースの学習コースと下の学習形態の
中から、自分の希望するコース、形態を第2希望まで書い
て下さい。

＜学習形態＞
＊小集団 ・
グループ・

個別 。

･先生の説明付き
･多少の相談あり
｡一人でがんばる

資料3

習熟度別コース学習診断・騨価テスト結果

露1回習熟度別コース学習 基鍵コース（13人）

人I

山
塞

第2回習熟度別コース学習 基鍵コース（26人）
人

1515

-世｢Lロ｢■
0 4 8 12 16 釦 24 記 32 謡 40 44 正解敬 0 4 8 12 16 ” 24 28 32 36 40 44 正願念

第1回習熟度別コース学習 桓準コース（35人） 第2回習熟度別コース学習 標蟻コース（23人）■

人人

15 15

「b｢L旧｢Ⅱ 二.一｢上=｣上｢■｢ﾛ‐
0 4 8 12 16 釦 24 配 32 36 40 44 正解歎

0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 正解童

第1回習熟度別コース学習 応用コース（53人）
錦2回習熟度別コース学習 応用コース（47人）
人

人

15
釦

hLmll｢
0 4 8 12 16 釦 24 28 32 銘 40 44 正解数

0 4 8 12 16 釦 24 28 32 36 40 44 正解詮

－8－

rl三角率委文

1 ／毒
2 ／；
3 /g
4 ／≦
5 ／三
6 ／三
7 ／≦
8 ／：
計 /急

第1希望
●●

（ ） コース

第2希望 （ ） コース



T.Tによる図形指導の効果と課題(2年）

1 実践の方法

(1) T.T教員として特定の教員を決めないで，学年・学級によって主担教員(MT)と補助教

員(ST)が入れ替わる。基本的にはMTが授業全体の流れを押さえ, STは学力差に対応して

机間指導などで理解不十分と思われる生徒への個別指導を行う。

(2) T.Tの指導形態は，基本的には単元の学習内容に入る前に自己診断テストを実施し， その

結果を踏まえながら各自の希望でコースを選択する。T.T学習の時間には教室の座席をコー

ス別の位置に配置する。

T.T学習

→五､=="1- 一斉学習・個別学習

コース別学習

グループ学習

自己診断テスト

＜座席＞

匡
○
匡
○
匡

轆
匡
○
匡
○
こ

仁
一
心
ゞ

下
川

(3)生徒の学力差に対応して，従来の一斉指導の良さを生かしながら，生徒一人一人への学習支

援の時間を多くし，個に応じた指導ができるようにそのつど指導形態の工夫を行う。

(4) コース別学習では，基礎コース・標準コース・発展コースに分け, STは特に個別指導が必

要とされる基礎コースを中心に指導する。

(5)一斉指導はMTが主に行うが, STは学習内容が理解できにくい生徒の指導にあたるグルー

－9－



プ学習では， ヒントを与えたり解き方の援助を行う。

(6)全学年数学科において実施し，原則として週1時間をT.T指導の時間にあてている。数学

の教員が指導にあたる。

2研究のねらい

(1)数学科において，生徒一人一人の習熟の程度にずいぶん差がある。そこで，基礎的・基本的

内容の定着を図り，生徒に確かな学力を身につけさせたいため，個別学習を充実させる。

(2)ペア学習・グループ学習を取り入れ，数学に対する興味・関心を高め，意欲的に取り組む生

徒を育てる。

(3)一斉指導では，充分対応できない生徒にも教師が時間をかけて指導し，学ぶことの楽しさ到

達度に応じた成就感を味わえるよう支援する。

3指導計画

（1）図形の調べ方の学習後

①星形五角形の頂角の和の求め方…･………………………1時間（本時）

②いろいろな図形の内角の和の求め方…．．……･………･…1時間

4展 開

｜ ’ 題か ；

3予想をたてる。

－10－

学習内容

学習
形態
生徒の主な
学習活動

指導上の留意点

MT ST
評価の観点

一 斉 1 図形の角について

の性質を思い出す。

･三角形の内角･外角 ，

多角形の内角・外角

について復習する。

o理解不十分な生徒を

援助する。

o前時までの学

習が理解でき

ているか。

左の図形の印をつけた5つの

角の和をいろいろは方法で求

めてみよう ◎



＜生徒の反応＞

三角形の外角の性『 『. β(ｱ）

◎

０８１－－

９
ｆ
ｄ

乙
空
星

一
一
一
一
十

Ｃ
ｅ
ｇ

４
笙
笙

＋
十
＋

ａ
、
，
侭
１

竺
こ
こ

Zb+Ze=Zf+4gを使う方法(ｲ）

/颪、 Za+4c+Zd+4f+Zg=180｡

Za+Zc+Zd=乙fを使う方法㈲

八 zf=49(対頂角）

Zg+Zb+Ze=180。
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学習内容

学習
形態
生徒の主な
学習活動

指導上の留意点

MT ST
評価の観点

コー

ス別

4解決の方法を考え

る。

。いきづまっている生

徒にはヒントをあた

える 。

･解決方法を見つけた

牛徒には他に方法は

ないか考えさせる。

･基礎コースを中心に

学習の援助をする。

･協力しあえて

いるか。

。粘り強く解決

しようとして

いるか。

一 斉 5解決の方法を発表

する 。

oTPシートを使う。

･説明を補足する。

･自由な発想を大切に

する ◎

･基礎コースの発表を

援助する。

o解決した成就

感を味わえた

か 。

個別 6 自己評価表を書く。 ･評価表を配布する。



三角形の内角の和と五角形の外角の和を使う方法

Za+4b+4c+Zd+4e+(oの合計)+(×の合

計）＝180。×5＝900。

(○の合計）＝（×の合計）＝（五角形の外角の和）＝360．

900．－360。×2＝180。

(ｴ〉

愚

垂j多の密＝ ロと三角形の内角の和を使う方柱㈱

Za+4b+4c+4d+4e+(×の合計)=(五角形

の内角の和）＝540．

（×の合計）＝180。×5－（○の合計）

(oの合計)=(小さい五角形の内角の和)=540．

だから，

（×の合計）＝360．

Za+Zb+4c+Zd+Ze=540．－360｡=180。

＜次時の学習課題＞

星形五角形の頂角の和を求めるとき，考えた多様な解き方を応用して考えてみよう。

発展プリント

下の図形のしるしをつけた角の和を求めよう。

① ②

－12－



0
L〃

5分析と考察

（1）生徒の感想

く基礎コース＞

。はじめは全然わからなかったことが，友達と協力したり，先生に質問したりしてどんどん

わかってきたのでおもしろかった。

o普段の授業よりのびのびとゆっくり学習できた。またわからないところを教えあったり，

質問できるので良かった。

・友達どうしで勉強ができ， しかもわかりやすいし，聞きやすいのでよいと思いました。こ

の勉強法なら， もっと力がのばせそうで， 「がんばろう」と思いました。とっても楽しく

勉強できて， まちがえてもはずかしくない所がとってもいいと思いました。

＜標準コース＞

。一人で考えると行き詰まってしまうところを気軽に質問できるので，考えの糸口が見つ

けやすかった。

・先生にヒントを教えてもらってグループのみんなで一生懸命考えました。そしてわかっ

たときはとても感激しました。

o協力する友達がいたので， あせらずにできてよかった。友達にどうして？と聞かれた時

に教えてあげれた。とても楽しい授業だった。

－13－



＜発展コース＞

・課題をじっくり考えることができたし， いろいろな考え方があることがわかっておもし

ろかった。今度は，今日勉強したやり方を使ってみようと思う。

。わかりやすい。自分のペースで勉強がよくできる。T.Tの時間をもっとふやしてほしい。

(2)考察及び成果

・最初は戸惑っている生徒が多くみられたが， 「三角形の外角の性質を使ってみよう｡」など

のヒントを与えると，解決の糸口を見つけたようである。

また， グループのなかで自由に話し合い， いろいろな発想を引きだすことができた。

。(ｱ)の解き方はどのコースの生徒も見つけることができた。 （ｲ)例(工)の解き方は，教師側のヒ

ントや援助によって見つけることができた生徒が比較的多かった。

㈱の解き方は， なかなか生徒からは引き出せなかった。

。一斉指導のなかにT、T指導を取り入れることで，生徒一人一人の思考過程や行き詰まりの

原因を把握することができ， きめ細かな指導が可能になった。

・多様な考え方のできる課題だったので，習熟の程度に応じた課題解決の成就感を味わうこ

とができた。このことで数学に対する興味・関心が深まったようである。

・一人一人の生徒とより深くかかわることで，学習意欲に乏しい生徒や理解不十分な生徒も

積極的に取り組むようになり，のびのびと活気のある学習ができた。

・複数の教員がいっしょに授業することによって，お互いの特性を生かしたり刺激しあうこ

とができ，教材や指導の相互研修ができた。

6今後の課題

。 「楽しくわかりやすいので, T.T学習の時間をもっと増やしてほしい｡」という生徒の意見

もあるが，進度のこともありなかなか難しい。

o事前に綿密な打ち合わせと共通理解が必要だが， その時間が取りにくいのが現実である○

．生徒同士で相談したり，教師に気軽に質問できるという利点がある反面，自分の力でじっく

り考えず，すぐ他人の力に頼ろうとする生徒がでてくることも見逃せない。

o T.T学習を定着させるためにも，年間を見通した指導計画の練り直しが必要であることを
痛感した。

（南部中学校木津実穂）
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課題学習の研究のねらい

これまで，数学部会では， 「数学科課題学習の研究」ということで，課題学習の在り方や実例の

研究に取り組んできた。今回も， 「課題学習の授業展開」ということに重点を置き，研究員一人一

人が，実際に授業を行い， その流れや評価の仕方，生徒の反応などについて考えてみた。

課題学習の大きなねらいは，生徒たちに数学を学習することのよさや，楽しさ，成就感などを味

わうようにさせるところにある。したがって，課題学習の成否は， まさしく課題の選択によると

ころが大きいのである。課題のみたす条件としては，

①生徒一人一人が意欲的な追求ができること。

②生徒一人一人が答えに到達して成就感を味わえること。

③解決の過程において，多様な数学的な見方や考え方ができること。

④課題の解決を通して，更に発展や一般化が可能であること。

などがあげられる。

課題学習の特徴は，課題に取り組む姿勢の自由さにある。個々の力に応じて，問題を「見つけた」

という実感をもち， 「できた」という成就感を味わうことができ， 「わかった」という気持ちにな

ることが基本になる。そして， それらの質を問題にするよりも取り組みの姿勢や自分なりの解決

が得られることに意義をおくことが大切である。そして，力のある生徒には，

（1）問題を更に発展させてみる。

（2）物事を一般化したり，総合的にとらえることを心がける。

ことなどを課することがあってもよいだろう。

また，学習の仕方を， クラスメートなどから学びとる面も数多くある。物事を固定的に考えず生

徒の実態を見て工夫を重ねていかなければならない。多様な見方や考え方は， これからの社会で，

あらゆる場面で求められる。ところが， 自分の見方を変えて，他の面から見直しをすることはそ

う容易なことではない。この面を友人の見方や考え方の中に発見したり，指摘を受けたりするこ

とによって学習する意義は大きいと思われる。このためには，個別学習やグループ学習に並行し

て発表する機会を設け，仲間どうしの学習法の交換が積極的に行えるようにしていかなけばなら
ない。

そう考えると，課題学習の評価は，学習に取り組む姿勢を重視することが大切である。正解に至

らなくても考え方に何らかの工夫やアイデアがあれば高く評価するなど，生徒の反応や取り組む

姿勢を従来の評価の仕方に加算していく方法なども考えられる。

とにかく，実践をして，それを改良していくことが大切である。皆さんの研究にこの実践が少し
でも参考になれば幸いである。

－16－



4つの数字を使ってできる数（1年）

1 授業のねらい

「数と式」に関する既習の知識を総合して，すべての生徒に意欲的に問題に取り組ませること

が授業のねらいである。また，時間を十分に取り，グループ活動をさせる中で， 1つの数をつく

るにも複数の式が考えられることに気づかせ，達成感を味わわせたい。難しい内容ではないの

で，生徒一人一人の自由な発想をできるだけ引き出したい。

2指導計画

正の数，負の数学習後

「1から9までの4つの整数を使ってできる数」……･………2時間

①1， 2， 7， 8の4つの数字を一度だけ使って， 1から10までの整数をつくる。…1時間

②1， 2， 7， 8以外の4つの数字を使って， 1から10までの整数をつくる。………1時間

開3展

（第1時）

－17－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

2各自で課題に取り組む。

3グループで考え,意見をまとめて発表する。

’
● も 0

･ルールについての確認をさせる。

●

●

I
｢4つの数字の順番は変えてもよいのか」

｢21や87などの数にしてもよいのか」「指

数は使ってよいか」などの質問にはクラス

で考えさせる。

1つの例を発表させ，つくり方を確認させる。

1から10までの数がすべてできるかどうか

予想させ，意欲をもって取り組ませる。

｡まだできていない者には，グループで協力し

て取り組ませる。

1 2， 7， 8の4つの数字の間に四則計算やかっこなどを使って， 1から10まで

の整数をつくることができるだろうか。ただし， 4つの数字はすべて一度だけ使う

ものとする。



(第2時）
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－
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１
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・
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肺
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朕
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灯
朏
帆
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剛
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腓
脾
朏
朏
唖
７
８
２
７

８
１

１
○
○
。
○
×
許
一
・
許
一
・
×
一

徒
実
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

生
※

く

(7＋2） ×1－8

2＋1－（7－8）

8÷（7＋1）＋2

7＋1－8÷2

7×2－（8＋1）

2×7－1×8

17＋8－2

8×2－1－7

2×8÷1－7

8×2－7＋1

(1－2）÷（7－8）

8×2÷（1＋7）

2×1＋8－7

1＋2＋8－7

8－（7－1）÷2

18＋7－2

7×2－8＋1

(1＋7＋8）÷2

(82－1）÷7

7＋2＋18
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

4次時の課題を確認する。

o同じ数でもいろいろな式ができることに気づ

かせる ◎

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を確認する。

2各自で課題に取り組む。

3 グループで考え,意見をまとめて発表する。

4 まとめをする。

’

o前時の内容を思い出させる。

o時間を十分に取って考えさせる。

｡早くできた者は他の4つの数字でも考えさ

せる ◎

･できるだけ多くの者に発表させる。

・アンケートに答えさせる。

1 ， 2， 7 ， 8以外の4つの数字でも同じように， 1から10までの整数をつくるこ

とができるか。



※生徒の自己評価（生徒数110名）

1興味を持って課題に取り組むことができたか。

①よくできた42名 ②まあまあできた49名 ③普通17名

④あまりできなかった2名 ⑤できなかった0名

2課題解決にいろいろな方法を考えることができたか。

①よくできた43名 ②まあまあできた36名 ③普通25名

④あまりできなかった5名 ⑤できなかった 1名

3今までに学習したことを思い出したか。

①よく思い出した38名 ②まあまあ思い出した42名 ③普通27名

④あまり思い出さなかった2名 ⑤思い出さなかった 1名

4見通しを立てて課題にあたれたか。

①よくできた 13名 ②まあまあできた55名 ③普通34名

④あまりできなかった5名 ⑤できなかった3名

5他の人の考え方を取り入れて試してみたか。

①よくできた43名 ②まあまあできた36名 ③普通20名

④あまりできなかった9名 ⑤できなかった2名

6学習したことがわかったか。

①よくわかった54名 ②まあまあわかった32名 ③普通23名

④あまりわからなかった 1名 ⑤わからなかった0名

7授業は長く感じたか。

①短く感じた57名 ②まあまあ短く感じた21名 ③普通17名

④少し長く感じた6名 ⑤長く感じた9名

8班で協力できたか。

①よくできた66名 ②まあまあできた30名 ③普通12名

④あまりできなかった 1名 ⑤できなかった 1名

※生徒の感想

･教科書を学習していくのはすごく大切だけど， こんなゲームみたいなものも大好きです。

時々， こんなことをしてくれたら，関心をもって数学にも取り組めると思います。

。難しそうで最初はとまどったけど，やっていくうちにどんどん計算の式が思いつき，楽

しかった。

o最初は何でこんなことをするのだろう，いやだなと思っていた私が，やりはじめると， と

ても楽しく休み時間も考えていました。また，二学期もやりたいと思いました。

・答から式をだしてみてなかなか難しかった。班で協力してできた。式ができた時は， と

てもうれしかった。

・最初は難しく感じたけど，一つ二つとできていくうちにだんだん楽しくなってきました。

授業が終わるのがとても早かったです。また， こんな機会をつくってください。
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o指数が苦手だったけど， こんな時に便利ですごく大切だと思った。

4考 察

･生徒たちはケーム感覚で楽しく取り組んだ。しかし，ルールを決める時には厳格で，数字の

順番を変えることや指数を使うことはすんなり認めたが， 21や87などにして使うということ

には， クイズみたいでいやという声が多く， どのクラスも認めなかった。

・計算問題を与えた時には，時間がかかったりまちがいが多かった生徒が，夢中で取り組んで

いくうちに計算を確実にできるようになってきた。

・かっこの使い方で， 2＋1＋（7－8）＝2， 2＋1＋7－8＝2と答が変わらない場合と， 8

＋2－（7＋1）＝2， 8＋2－7＋1＝4と答が変わる場合を確認することができ，かっこの

意味やかっこのはずし方についても考えることができた。

・式を作る時に， 2－1＝1だから， 2－（8－7） ×1＝1， （8－7）×2－1＝1と論理的に

考えて式を作っている生徒もいた。また， 1， 3， 5， 9を使って10を作ろうとしていた生徒

は, 9+1(3､5)=10という式を考えだした。生徒の感想の豊かさには驚かされた。 (3年生で，

「平方根」を学習した後に考えさせれば， もっと多様な考え方もでてくると予想される｡）

・グループ活動にはほとんどの生徒がまじめに取り組めたが， リーダーとして活躍してほしい

生徒の中で数名が， 「こんなことをやっても成績に関係ない」という感じで消極的であった。

（生徒の自己評価7より）グループ活動におけるリーダーを育成していくことも今後の課題と

思われる。

。今までにいろいろな課題学習に取り組んできたが， どの教材もけつこう難しくかなり数学が

得意な生徒でないと関心をもって取り組めないことが多かった。その中で，今回の教材は誰

でもが興味をもって取り組める内容だと思う。今後はそんな課題学習の教材を研究・開発し

ていきたいと考えている。

(参考文献「数学科課題学習の教材集」明治図書）

(鴨島東中学校川真田摂弥）
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段の数が増えると変化するものは？（2年）

1 授業のねらい

1年生の変化と対応では， いろいろな事象の中から， ともなって変わる数量を見いだし， とく

に，正比例や反比例を理解できることが単元のねらいである。ここでは，課題の中から， とも

なって変わる数量を見いだし，一次関数についての理解ができるようにするとともに，変化や

対応についての見方や考え方が一層深まるようにしたい。

2指導計画

一次関数の導入「段の数が増えると変化するものは？」･･…………･1時間（本時）

開3展
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

2班に分かれて， ともなって変わるものを見

つけて，変化の様子を表に表す。

3表をもとにして段の数とともなって変わる

数量との関係を式に表す。

･問題を提示したプリントを配布し，課題を確

認させる。

o例を示して問題の意味を十分につかませる。

･まわりの友達と十分に相談させてできるだけ

多く見つけさせる。

･表の作り方の例を示して，生徒に説明する。

● x段になったときの数量がどうなるかについ

て考えさせる。

･変化のようすに注目させxを使った式が作れ

図のように， 1辺が1cmの正方形を使って階段をつくる。階段の数を1段, 2段

●●●● ●●

， x段，……と増やしていくと

ものがあるか。また ，

，

ツ

それにともなって変化するものにどのような

そのときの変化の様子を表や式に表してみよう。

1段 2段 3段 4段

● ● ● ● ● ●



(生徒に配布したプリント）

一次関数

図のように， 1辺がlcmの正方形を使って階
段をつくる。階段の数を1段， 2段，……， x段，
……と増やしていくと，それにともなって変化
するものにどのようなものがあるか。また，そ
のときの変化の様子を表や式に表してみよう。

J口門
1段 2段 3段 4段

(ともなって変化するもの）

一次関数…

(生徒が見つけた数量）

（1）一番長い辺の長さ 式y=X

(2)頂点の数 式y=2X+2

－22－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

4本時のまとめで，関数や一次関数の意味に

ついて特徴を理解する。

れるように助言をする。

･関数の意味について詳しく説明する。

･一次関数については，式や階段の図から，変

化する部分と変化しない部分があることを説

明する。

階段の数 1 2 3 4 5 ●●●

X

階段の数 1 2 3 4 5 ●●●

X

階段の数 1 2 3 4 5 ●●●

X

階段の数 1 2 3 4 5 ●●●

X

階段の数 1 2 3 4 5 ●●●

X 階段の数 1 2 3 4 5 ●●●

X

階段の数 1 2 3 4 5 6 ●●●

一番長い辺の長さ 1 2 3 4 5 6 ●●●

階段の数 1 2 3 4 5 6 ●●●

頂点の数 4 6 8 10 12 14 ●●●



(3)辺の数 式y=2x+2

式y=2X+2(4)角の数

式y=4X(5)周りの長さ

式y=360X(6)内角の和

式y=x (x+1)/2(7)面積

面積の式については生徒は作ることができなかった。

その他，直角の数， 270度の角の数，長さが1cmの辺の数など，生徒からは出なかった

がいろいろなものが考えられると思う。

(一次関数の式の意味）

一次関数の式y=aX+bにおいて, aXに比例する部分, bは一定の部分になっているが，階

段の図では変化する部分がどこで，変化しない部分がどこかを頂点の数を例にとって，生徒と

一緒に考えてみた。下の図は，生徒が考えた変化する部分と変化しない部分である。これは，辺

の数や，角の数などでも考えられると思う。
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階段の数 1 2 3 4 5 6 ●●●

辺 の 数 4 6 8 10 12 14 ●●●

階段の数 1 2 3 4 5 6 ●●●

角 の 数 4 6 8 10 12 14 ●●●

階段の数 1 2 3 4 5 6 ●●●

周りの長さ 4 8 12 16 20 24 ●●●

階段の数 1 2 3 4 5 6 ●●●

内角の和 360 720 1080 1440 1800 2160 ●●●

階段の数 1 2 3 4 5 6 ●●●

面 積 1 3 6 10 15 21 ●●●



(例）階段の数X,頂点の数y 式y=2x+2

にロロ
X=2 X=2 X=3 X=4

o一定の部分……2 。xに比例する……x

4考 察

・普段と違う授業なのでとまどう生徒が多かったが，教師の助言や班の生徒たちの話し合いの

中で次々と考えだす生徒が出るなど，積極的に取り組めた。

o班学習をしたので，表を作るときなど役割分担を決めて， いきいきと活動していた。

・階段の問題では, Xの変域が自然数になるので，変域が連続する数になるような問題につい

ても考えさせていきたい。

・一次関数の式y=ax+bについて，変化する部分aXと変化しない部分bの説明のとき，図

を用いて説明すると傾きや切片の意味が理解しやすかったと思う。

・生徒たちにしてみれば，やはり表の値から式を作るのは難しそうだった。文字に対する抵抗

の大きさを感じた。

。この実践は1時間で行ったが，内容が多すぎたので,時間を2時間にするか，内容をもう少し

けずった方がゆとりを持って取り組むことができたと思う。

・課題学習として授業を行ったが，課題学習は生徒に興味を持たせたり，班活動をさせやすい

という利点はあるが， どのような形でまとめればよいかが難しい。教科書の内容になかなか

結びつかなかった。

（鳴門市第二中学校原田哲治）
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身近にある長方形の謎を探ろう （3年）

1 授業のねらい

学年が進むにつれ，数学は概念的なもので， ノートの上だけのことという感が強くなってくる。

身近にある長方形の特徴について考えることで， 日常生活の中にも数学と関連した事象がある

ことに気づかせたい。そして，黄金長方形や黄金比がいろいろな場面で見つけられることを知

り，数学を学ぶよさや楽しさを感じさせたい。図形の相似，二次方程式などの学習内容が含ま

れていることをふまえて指導にあたりたい。

2指導計画

二次方程式学習後

「身近にある長方形の謎を探ろう」･………． ．…………．．…･……2時間

開3展

（第1時）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 本時の目標を知る。

2

･身近な生活と数学との関連について考

える ◎

o班ごとに，実物を用いて発表する。

3長方形の縦，横の長さを比べる。

･長方形の形を決めるのは，縦と横の比であ

るとこを知る。

4次時の学習課題を知る。

o疑問をもたせ意欲づけを図る。

o色や材質にとらわれず，数量的な見方で分類

させる。

･電卓を使って，能率的に調べさせる。

･代表的な2つの長方形の特徴を考えていくこ

とを知らせる。

身のまわりにある長方形を集め， それらを分類する方法を考えてみよう。



(第2時）

◆授業の実際

(第1時）

1 日常生活の中で数学と関連のあることがらを発表させてみたところ，成績表，家計簿，電

気代，消費税など数字や計算と関係する意見がたくさんでてきた。中には，時計，カレンダー

など課題学習に利用できそうなことがらもでてきた。そこで，たばこの箱，パルテノン神殿

の写真, B4･B5サイズの紙を提示し， これらのものと数学にもつながりがあることを言っ

た。これからの学習に対する意欲づけになったようである。

2身のまわりから集めてきた長方形の形をしたものを， 2種類に分類する方法をグループで

話し合ったところ，次のような意見がでてきた。

。重さが20g以上のものと20g以下のもの。

・1000円以上するものと1000円以下のもの。

・正方形に近いものとそうでないもの。

・縦と横の比が1 ：2以上のものと1 ：2以下のもの。

－26－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 課題について考える。

･相似になっていることに気づく。

①もとの長方形と長辺で半分にした長

方形◎

②もとの長方形とそれから最大の正方形を

取り除いた長方形。

o正確な縦と横の比の値を求める。

2本時のまとめをする。

･実物を提示しながら， これらの長方形や比

の値が， 日常のいろいろな所で見られるこ

とを知る。

’

｡大きさの異なる長方形を並べ，相似形である

ことを視覚的にとらえさせる。

o相似な図形の性質を利用して，方程式をつく

●

らせる。

J~r長方形，黄金長方形と呼ぶことにする。

代表的な2つの長方形について， それぞれどんな特徴があるだろうか。



(第2時）

1 もとの長方形と長辺で半分にした長方形， またはその半分の長方形は相似になる。長方形

ABCDc,O長方形BEFAco長方形AGHF

A F ，

AB=1, BC=xとおくと

BE=÷X
AB:BC=BE:EFより

1

1 :x=f-x: 1

x'='

X>0より

X=ｲｰｧ

このような長方形をｲ~r長方形と呼ぶことにする。

イー丁長方形の縦：横＝1 ：イー丁(1 ： 1.41）

テスト用紙(B4)やノート，教科書など日常よく目にする長方形はｲｰ丁長方形であること

を知らせた。実際に生徒たちが持ちよった長方形はこれが多かった。

2 もとの長方形とその中に含まれている最大の正方形を取り除いた長方形，またその長方形

から最大の正方形を取り除いた長方形は相似になる。

長方形ABCDc,o長方形BEFAc'｡長方形CBEH

A F ，

AB=1, BC=xとおくと

BE=X-1

AB:BC=BE:EFより

1 :x=(x-1) : 1

x (x-1)=1

Xz-X-1=0

X>0より

1+f~r

x= Z

このような長方形を黄金長方形を呼ぶ。またこの比の値を黄金比という。

」+字(1 : 1.62, 5:8)黄金長方形の縦：横＝1 ：

たばこの箱やテレフォンカードなどが黄金長方形であること， また， ピラミッドやパルテノ

ン神殿， ミロのヴィーナスなど昔の建築物や美術作品に黄金比が使われていることを知ら

せた。
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4考 察

・普段の授業と違っていて，楽しかった，おもしろかったという感想が多かった。しかし，内

容が難しくて分かりづらいところもあったようである。特に，黄金長方形から正方形を取り

除くとその長方形もまた相似な黄金長方形になること， また，相似な図形の性質から縦と横

の長さの比を求めるところが難しかったようである。

・黄金長方形の縦と横の比はいくらぐらいか，何人かの生徒に聞いたところ， 1 ：2あるいは1 ：

3という答えが返ってきた。片方を1と限定してしまうところに，意外な子どもの頭の固さを

感じた。

・長方形のものをたくさん集めてきて，実物を使って長方形の特徴を考えていったことはよか

ったが， その活動と長方形の数学的な概念とを十分に結びつけることができなかった。

これらの反省点をふまえて今後の研修を重ね，子どもたちが興味をもって取り組める授業に努

めたいと思う。

参考文献〕

「中学校数学科授業創造の視点と指導細案」 （明治図書）

「算数・数学なぜなぜ事典」 （日本評論社）

〔

(高鉾中学校武知みどり）
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円に内接する六角形と360｡(3年）

1 授業のねらい

円の学習を苦手とする生徒は多く，証明問題で補助線が必要なときも思いつく生徒は少ない。

そこで，今までの中学校3年間の図形学習を手がかりにして， いろいろな補助線をひき，円に内

接する六角形の性質を見つけだすことで， さらに図形に対する見方・考え方を深めていきたい。

指導計画ク

円の性質学習後「円に内接する六角形と360°」………･……………2時間

（1）円に内接する六角形の1つおきにとった内角の和について

予想したことの証明方法を考える………………．．…･………………1時間（本時）

（2）証明の発表と円に内接する辺の数が偶数である多角形への

発展………………･…………………･……………･……………･…･……1時間

開3展
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

2課題を予想する。

● 360．から思いつくことをあげる。

3課題の証明方法を考える。

･黒板に図を提示し，課題を把握させる。

● プリントを配布し，実測もさせる。

oできるだけたくさん発表させる。

●

●

180．， 720．からも考えさせる。

2であげた事柄をポイントにして，補助線を

四角形ABCDが円に内接しているとき, 1つお

きにとった内角の和

zA+4C

になる。

ZB+4Dは， いつも180
。

六角形が円に内接しているときには， 1つおき

にとった内角の和は，何度になるだろうか。
B

A

E



＜生徒の反応＞

360・になるという予想は， けつこう簡単なようで，すぐに予想できた。そこで， 360。か

ら思いつくことをあげさせると，

・四角形の内角の和 ・三角形の内角の和×2

・多角形の外角の和 o円に内接する四角形の向かいあう内角の和×2

ol点の周りの角度 ・一直線×2

。円の中心角2周分の円周角 ・六角形の内角の和÷2

がでてきた。そこで，補助線をひくポイントとして，対角線を引いたり，円の中心と各頂点

を結んだりして，三角形や四角形に分けるようにアドバイスした。

〔円に内接する四角形を利用〕

A
ADを結ぶと，円に内接する2つの四角形に分けることができる。

よって, zA+zC+4E=zBAD+zC+4FAD+zE

＝180．＋180。

＝360。

B

E

〔円に内接する四角形を利用して1点の周りに集める〕
A

BEを結んで延長し, Gとする。円に内接しているから，

zA+4C+zE=4FEG+zDEG+zDEF

＝360。

B

G

〔円に内接する四角形を利用して一直線2つ分にする〕
A

ADを結ぶ。BC, FEをそれぞれ延長して,H, Gとおく。

zA+4C+zE=zBAD+4C+zFAD+zE

=zDCH+4C+zDEG+zE

＝180．＋180。

＝360。

B

H
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

ひかせる 0

･角度を○， ×，△などの記号を使って，図に

書きこませる。



〔円に内接する四角形を利用して三角形の外角の和にする〕

A / A ／T,T,TT ／ハ ，丁.､石
ZA=とBDH, zC=zDFI, zE=zFBG

よって, zA+4C+zEは，三角形BDFの外角の和になるの

で360．になる。

I

H

〔円に内接する四角形と三角形の内角の和を利用〕

A zBDF=O, zBFD=A, 4DBF=×とおくと，

ZA=180．－○, zC=180．－△, ZE=180．－×となる。

よって，

4A+zC+zE=180｡+180｡+180．－（○＋△＋×）

F
180.-○180

△
B ×

E

180.-×

l80｡-A､oｰ

180。＝360。
C､二一ニノ，

〔円周角の定理を利用して四角形の内角の和にする〕

A －．－ ‐ －．．－－ －－
4CAF=4CBF=O, zBAC=zBFC=O,

zCED=zCFD=A, 4CEF=zCDF=△とおく。

四角形BCDFの内角の和＝○+zC+A+A+O=360｡

よって， 竺A十とC+zE=O+O+zC+A+A=360。

B

E

〔二等辺三角形に分ける〕

A
二等辺三角形に分けると，底角は等しいので，六角形の内角の

和は2種類ずつの印になる。 1つおきにとった内角の和は，その

1種類ずつになるので， 720･の半分で360．になる。
B

E

〔円周角の定理を利用〕

A 中心角は，円周角の2倍なので，○，△， ×を使って図のように

表せる。よって， 1つおきにとった内角の和は，○，△， ×の2

個ずつで360°になる。B

E
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〔円周角の定理を利用〕
A

どAを弧BCDEFに対する円周角とみると，中心角は, 4BOF

である。之Cも坐Eも同じようにみると，中心角の合計は， 2周

分で720･になる。よって，その半分で360°になる。

F

B

E(T茜くうﾉCC E

Cベミーーノ，

〔接弦定理を利用〕

A

接線をひく，接弦定理で，角度をうつすと, TT',HH'の2直

線分の角度になって360。

H

＜生徒の感想＞

・同じことを証明するのにも，何通りもの方法があって， たくさん「なるほど！」と思えまし

た。図形なんかは，考えれば考えるほど， いろいろなことがわかって，楽しくなるなあと思

いました。

。 「ぱっと見た感じ｣，直感って結構あうものなんだなあと思いました。それを明らかにしてい

くとき， またそれができたとき，すごくうれしくなります。

o図形はいろいろなところから見ると， いろいろに見える。そこが，図形の難しいところであ

り，楽しいところだ。友達の意見をいっぱい聞いてがんばりたい。

・一つのわかったことから，いろいろなことが広がっていくんだなあと数学の広さを感じました。

・図形は難しかった。形が違う図形でも，同じような共通点があることに気づいた。

o円や多角形などの図形は，本当に不思議なものだなあと思った。このような不思議な性質を

考えながら勉強すると楽しくなる。

4考 察

あらためて生徒の発想の豊かさ，考える力にはおどろかされた。そして，それを生かす授業が

できてないことに反省させられる。毎時間は無理としても，少しでも多くこのような授業を増

やしていきたいと感じた。ふだんは，数学を苦手としている生徒も積極的に考えていた。しか

し，補助線がひけても，説明して相手を伝えることは難しいという意見もあり，思考力が重視

されがちだが，表現力をつけていくことも重要だと感じた。

〔参考文献〕

「数学教育'957月号」 （明治図書）

(市場中学校三宅央子）
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思いついたことを利用して観明をいろいろと考えてみよう．毎仁壷まず＝易令＝琴

3年 ■名前

E

A一四角形ABCDが円に内接しているとき、

1つおきにとった内角の和

.4A+zC， ≦B+4Dは．

いつも180．になる． CB

A

E

六角形が円に内接しているときには、

1つおきにとった内角の和は、何度になるだろうか．

E

○
ｌ
“
“
Ｉ O

F1上内角の和は、……

E

《…

円に内接する六角形の1つおきにとった内角の和は、……

E

1－了I…いつく…たく書んぁ聯ょ，．

』E！



相似な図形の面積を使って（3年）

1 授業のねらい

今までの数学の問題といえば「……を求めよ｡」「……に答えよ｡」という設問形式であり， 自

ら問題の条件を変えたり， よく似た問題を作ったりすることはなかった。これでは，教材への

興味・関心をもたせたり，学習意欲を高めることが難しいのではないかと思う。

そこで， 自分の問題の条件を様々に変え，解決することによって，主体的に取り組む姿勢や能

力を育てたいと思い， この課題を設定した。この授業のねらいは，

（1）図形の相似や相似な図形の面積比などについての知識・理解を深める。

（2） 自ら問題の条件を変えることにより，課題学習への興味・関心をもたせる。

（3）条件を変えた問題の中から一般性を見出すことによって，数学的な考え方や見方を育てる。

指導計画ク

相似な図形の面積（3年）表学習後

課題学習「相似な図形の面積を使って｣”…………………･…･………1時間

3展 開

－34－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

2 自分で条件を変え，問題を作って解いて

みる ◎

’
長方形ABCDがある。辺DCの中点をEとし，線

分AE,BDで，長方形を図のように，⑦，④，⑥

＠の4つの部分に分ける。

，

⑦の面積をSとするとき，④，。，＠の面積を

それぞれ, Sを使って表してみよう 0

A D

B C

E



4生徒の反応

※実践例 ①AB:DE=3:10輪 ②AB:DE=4:1の齢

pA
イイ
⑦
E

⑤⑤ 戸

、

C
C 6

Ｓ
Ｓ３

●
●
●
●
●
●

６
⑦
⑦

⑦… s@…16S

①…4S④…19S

Ｓ
Ｓ
９
Ⅲ

●
●
●
●
●
●
、
④

④ AB:DE=4:30齢③ AB:DE=3:20輪

PA

8 C6 C

Ｓ
Ｓ

７
軍
〃
苧

》
一
，
＠

Ｓ
Ｓ■

胎
亨
丘
？

●
●
●
●
●
●
⑫
曇

⑦
⑦

Ｓ
Ｓ
《
ゴ
ー
ｚ

●
●
●
●
●
●
⑦
⑦

Ｓ
Ｓ４－
３

●
●
●
●
、
■
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

3みんなの問題を持ち寄り，規則性を見出す。

I

･条件の変え方が分からないときには具体的な

アドバイスを与える。

。より多くの問題をつくろうとする意欲をもた

せたい。

課題の中の点Eを中点の場合だけでなくいるい

ろに変え，考えてみよう。

A D

B C



※感 想

・いつもと違った問題形式で，はじめはどうしていいのかわからなかったが，ひとつ例を出

してもらうとすぐにわかった。

・条件を変えた問題をたくさん作ると，問題の解き方の共通する所や，規則性を理解するこ

とができた。

・共同テストにも同じような問題が出たので，やりやすかった。

＜規則性について＞

④，、，、の面積を表にすると，

5考 察

・今まで教科書や問題集などで「問題を与えられてきた」生徒にとって，問題を自分で作るこ

とは手掛かりをつかむのが大変だったようである。慣れてくれば， より複雑な条件でやろう

とする生徒も出てきた。

。 「条件を変えてみよう」という発問に対しては， 『長方形を平行四辺形にかえる』などの場面

そのものを変えるといった発想も興味深いと思う。また, BDが対角線の場合だけに限らな

ければもっと自由に問題を考えられたと思う。

・規則性を見つけることに関しては，時間をかけてやれば大部分の生徒が理解できたようである。

。この問題は2年生で「図形と相似」学習後にも利用できるが，規則性・一般性を見つけ出し，

広げることは少し難しいと思われる。

（八万中学校岩佐隆義）
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木目イ以丈匡図ヲ杉の面積をイ吏一っ－て

（ ）年（ ）組（ ）番 氏名（ ）

課是亘

長方形ABCDがある。辺DCの中点をEとし

線分AE, BDで，長方形を図のように,の⑦

⑤、の4つの部分に分ける。

⑦の面積をsとするとき,の⑤,、の面積を
それぞれ, Sを使って表せ。

A I)

E

B C

◎考えてみよう

一
つ
一
一

つ
ロ
ロ
つ

一
一
一
一

⑦
⑦
ｅ
ｅ

S

Ｓ
Ｓ
Ｓ

◎条件を変えて問題を作ろう

，D③AD②A①A

CC BC BB
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自ら学ぶ力を育てる数学指導
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自ら学ぶ力を育てる数学指導

自己の持つものの見方や考え方を積極的に出し合い，仲間とともに問題解決に取り組む姿勢を育

成することが数学教育の課題である。私たちは， より効果を示す教授内容を点検し， 日々数学指

導を行い，生徒が自ら学べる環境を整えて取り組んでいる。しかし， 「子どもたちは， まだまだ自

主的・主体的に学ぶことができていない」「いろいろと工夫しているが，のりきれていない」「教

師が指示したことはやるが， 自分で考え， 自分の力で解決しようとしない」と，最近よく口にす

ることがある。

このように，子どもの無気力化がすすみ「自己教育力の育成」が強調されている。自己教育力と

は何かを考えると， 「主体的に学ぶ姿勢，態度，能力」「学習への意欲」と示されるが，根本的に

は｢自己の生きる姿勢｣に大きく関わっているのではなかろうか｡，
鐘啓泉氏の言葉に「求同求異」というのがある。 「求同」とは，すべての子どもに同じ知識・技

能を与える教育を指し， 「求異」とは，一人一人に異なる学力を身につけさせる教育を指す。基礎

的な知識･技能だけは全員に共通的に習得させるべきだが，それとともに，子ども一人一人が， 「自

らの個性をつくり上げる」ような教育が望まれるのである。これからの学校の役割としては，知

識・技能そのものよりも， それらを獲得するのに必要な資質を子どもたちに与えておくことが重

要である。知識・技能そのものは役立たなくなるかもしれないが，意欲や意志力などは， どんな

に社会が変化しても必要である。そういう資質を身につけておけば，社会に出てからも自ら学び

続け，その時代，時代に応じた知識・技能を獲得し，立派に生きていける。

「子どもの持つ個性を生かして活動できるようにする」には， 自主的・主体的な選択の機会が必

要である。自分で課題を選び， 自分でやらなければ誰も教えてはくれない，怠慢も許されないと

いう「自覚」のもと，その中で自ら個性をつくっていく。一人一人の生徒の経験にも相違がある

ように，個人差がでてくる。このためには学習内容を考慮しなければならない。そして「評価」も

大きなウェイトを占め，評価の観点として，次の3つが考えられる。

。 「気づく子どもであるか」：新しいことに出会ったとき，感動し， ビンビン反応するような豊か

な感性のある子どもは， 自らすすんで学ぼうとする。豊かな感性という点に注目して，関心・

意欲・態度を評価していけば， 自己教育力の育成につながる評価と言える。

o 「能動的な子どもであるか」：どんなに感動しても， 自ら動こうとしない子どもは， 自己実現の

機会も少なく， 自己教育力が育つとは思われない。 「態度」という概念の中には， 「何らかの行

動を引き起こす」という意味が含まれている。つまり， 自ら積極的・能動的に動くことが「～

に対する態度」が形成されていると判断できる根拠となると考えられる。

。 「応用できる，使ってみることができる子どもか」：習得した知識や技能をただ持っているだけ

ではなく，いろいろな問題解決に際して使ってみようとする子どもは， この問題解決に対する

関心・意欲・態度が強いといえる。 「自ら使ってみる」ということの中に，それらの知識や技
能の価値を認め，問題領域の認識を深めていることが現れている。

「自らが自らを教育しつづける力」を育成することは， 自らを社会の中で生かすことだという点
を重視し， これからも「求同求異」の精神で教育活動に専念していきたいものである。
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いろいろな図形（1年）

1 授業のねらい

平面図形についての操作や実験などを通して，図形に対する直観的な見方や考え方を深めると

ともに，理論的に考察する基礎的な能力を培うために，

①全員が具体物を使って意欲的に学習する。

②具体物の並び方を変え， いろいろな形をつくる。

③操作を通して，気がついたことを話し合う。

指導計画'

（1） いろいろな図形…･…………………･………………………･…………・3時間（本時）

（2）平面図形……………………………………………………………･…･…13時間

①直線と図形②図形の移動③点の集合と図形④基本の作図

開3展

（第1， 2時）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1本時の学習課題を把握する。

2調べたことや気がついたことを班ごとに発

表する。
q

1

守

●

8F｡ ● ● D U

’ o本時の学習目標を知らせる。

o条件を与える（ウの数など）

1
9

色 ．

●

$

4

， h

寺 0

ﾛ？

ゲ
●

●

､ ●

0

ﾛ

oどのような工夫が見られたかを確認する｡．
■ 各

旬

・いろいろな図形の見方があることに気づか

せる 。

7種類の図形を使っていろいろな形を作ってみよう。

ア イ ウ エ オ カ キ

用｢-円司吊.出丑旺回
o12cm×12cmの正方形を作ってみよう（アーキのすべてを使って）…アの拡大形

o6cm×24cmの正方形を作ってみよう（アーキのすべてを使って）…キの拡大形

oイーカの図形の拡大形を2， 3種類の図形を使って作ってみよう。どんなことに気

がついだだろうか。

注：裏返さないものとする。それぞれの図形は1cm四方の正方形のあつまりで

ある

句
ひ

４
分

4 町



(第3時）

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 すべての図形を使って班のマークを作る。 ・自由な発想を生かさせる。

古 今貝承艶画き-6 1 睡誉 今 c‐

4生徒の課題追求・感想

作業に入る前，方眼紙から7種類の図形を切り取らせた。切り取るとき，隙間なく無駄な部分

をつくることなく切る工夫をした班が多くあった。そのような経験をしていたが，拡大形（ブ

ロック）をつくりはじめのうちは適当に並べたりしていた生徒もいた。そのうち，次のような

小さなブロックを作ることにより， その繰り返しを利用しブロックを完成させた生徒が多くな

った。

（課題追求）

|■■■

弓

’

等

『“弾
燕
詫

‘謡
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(感 想）

・最初はめんどうだと思っていたのに，やっていくうち，楽しいと思うようになり，知らな

いうちに真剣になったりした。

・作業をやって， はじめは「この作業何のためになるのか」と思ったけど，友達が組み立

てているのを見て勉強になった。

。実際にやってみると，大変難しくて何回もやり直した。これからの生活に何か役立つと思う。

・いろいろな図形で組み立てていき， ちょうど長方形になるものなどたった7種類でたくさん

の図形ができたので勉強になった。

・いろいろな形を組み合わせるとどんな形にもなるということがわかった。

・苦労して作ったブロックがあったけど，ぼくと逆のブロックを作った人のを見て工夫した

ところを学べた。

。難しそうな形を作っていくときは頑張ろうと思うけど，途中でわからなくなって作るのが

いやになったけど，完成すると気持ちがスカッとしてうれしかった。

。はじめは簡単にできると思っていたけどだんだん難しくなってきて，簡単な組み合わせだ

けをしていたけど難しい組み合わせに挑戦して工夫ができ，工夫するとおもしろくなって

きた。

・7種類の図形を使って組み合わせてみんな違ううめかたで作っていた。 1つのブロックをう

めるのにもいろいろなうめかたがあることがわかった。

・考え方によって簡単なものや難しいものがつくれるので考え方を柔らかくしたいと思った。

。はじめはつまらないと思っていたけど， あらゆる場面で今まで知らなかった発見があった

し，頭を働かすことができた。何でも見るだけでなく行動に移すことが大切だと思った。そ

して，授業のなかで，教科書の一つ一つの問題を図形などを使って班の人たちと協力して

活動したことが楽しかった。

・図形を使って組み立てていくうちにいろいろな長方形や正方形ができ， 「アシ」というもの

ができた。難しかったけど，学校以外で遊びとしてやってみたい。

・使う種類の数が限られていると合わせるのが難しかった。面積が144c㎡のブロックだと，面

積が4c㎡の図形を使うと隙間なくうめられそうな気がする。
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・いろいろな図形で多くのブロックができたときうれしかった。それに， メンバーの工夫し

た点を自分なりにアレンジして自分でも工夫できたのでよかった。

･違う図形どうしの特徴を考えて作っていけたし，対応する図形を組み合わせたり，同じ形

の図形を組み合わせたりして多くのブロックをつくれた。決まりみたいなものがあるよう

に思う。

･適当にしていくとできるのかできないのか不安になる。

。はじめから見当をつけて組み合わせていった。対称的になるように組み合わせていった。

｡やっていくにしたがって時間があまりかからないようになった。

･何回やっても最後に残る4つのマスは使えない形ばかりだった。

5考 察

・4～5人編成で班をつくり，作業を進めていった。ちょうどよい人数であったように思う。7

種類の図形はそれぞれ40～50個作らせ，各自で作業できる数にした。しかし，班の中では工

夫した点で交換しあえてもクラス全体の中での交換ができなかった。

・ふだんの授業では得られなかった楽しさや友達の意外な考え方などを体得したようである。内

容的にも各自の判断でブロックを完成させていくことができるものであったため，それぞれ

の個性を生かすことができたように思う。そして，はじめは小さな長方形のブロックを直観

的に作っていたが，見通しをもって作る生徒が多くなったように思われる。

o生徒は，自分たちが作った方法だけでは満足せず，ほかに方法はないかと探求していった。作

業に慣れてくると自分たちで独自の形を作り出すようになった。そのために，第3時として，

班独自のマークを作らせることにした。独自のマークを作るときには，適当に並べていく班

はなかった。指導計画通りにはいかなかったが，生徒の自ら学ぶ意欲には驚かされたし，創

造性を感じた。今後の指導に生かしていきたい。

（三好中学校大倉俊之）
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正方形を使って（1年）

1 授業のねらい

関数については，小学校でもかなり学習しているが，中学校ではまず，つながりの意味で単元

の導入に「ともなって変わる量」を学習する。教科書にもいろいろな例がでているが，本時は

正方形を並べるという事象の中から， ともなって変わる数量を見いだし， その変化や対応のよ

うすが自由にとらえられるように次のように目標を設定した。

（1） ともなって変わる量を問題の中でとらえることができる。

（2）正方形を並べていくことによる問題をつくり，その問題の中からともなって変わる量を見つ

け，表やグラフで規則を表すことができる。

指導計画

ともなって変わる量……･………………………………………………2時間（本時1／2）

I比例．．………．．…………………………………………………･………3時間

正比例のグラフ………･…………･…………………･……･……………4時間

反比例とそのグラフ……･……･……．．……･………………………･…･4時間

問顕……………………………………･………･…………．．………･…2時間

2

１
１
１
１
ｊ

ｕ
侶
偲
牲
信

開3展
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 ともなって変わる量には，どんなものがあ

るのか話し合う。

2次の課題について考える。

I

｡ともなって変わる量の具体例を考えさせる。

･時間の経過につれて……など

・自分で例を考えさせる。

◎

図のように， 1辺が1cmの正方形を階段状に並べていくとき

(1段め） （2段め） （3段め）

段数の変化にともなって変わる量を見つけよう。

，

● ● ● ● ● ●



丼
①展開1では， ともなって変わる量をイメージさせるために， 「時間が変っていくと変わっ

ていくものを考えてみましょう｡」の質問に対して，

o太陽の位置，年をとる，温度などの意見がでたが，

具体的な例を教師が1つ示してやることで，理解したようであった。

②展開2では，黒板に正方形を実際に並べていき， 「段数が変わっていくと， それにともな

って変わっていくものを見つけよう｡」と投げかけた。

o生徒の反応として，

段数が1段， 2段， 3段，……と変わっていくにつれて，

。枚数

･面積

・高さ

・底辺（下の長さ）

などが変わっていくという意見がでた。実際に次のような表を作った。
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

｡具体的に一辺1dnの正方形を並べたブリ

0

ン卜で考える。

1つ考えたら他にも考える。

･周囲の長さ

･正方形の個数

● 面積

など

3各自，自由に正方形を並べて， ともなって

変わる量の問題づくりをする。

o段数の変化にともなって変わる量が見つかつ

例

たら，どのように変化していくかがわかるよ

うに表やグラフを利用させる。

o規則を自分でつくり， ともなって変わる量を

自分で探し，発表させる。

(予想される問題）

円

日
．

段数 1 2 3 4 5

面積 1 3 6 ●●● ●●●

段数 1 2 3 4 5 ●●●

高 さ 1 2 3 4 5 ●●●

段数 1 2 3 4 5 ●●●

面積 1 3 6 10 15 ●●●



また，ユニークな発想として，

o周囲の長さ o頂点の数

なども生徒の中から考えだされた。これらについては， 2年生での一次関数の導入によい事

例と考えられるので， ともなって変わる量については，おもしろい変わり方をする例として

とりあげ，上のような表を作るだけで，規則性についての詳細についてはふれなかった。

③展開3では，実際に1cm四方の色画用紙を各自で並べさせ，問題づくりに取り組ませた。

楽しい雰囲気で和気あいあいと学習でき，考えた問題は，のりでプリントにはっていった。 1

人で3つ， 4つと考えた生徒もいた。

(生徒の考えた問題例）

□ 川

芦□

H□

□
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段数 1 2 3 4 5 ●●●

高 さ 4 8 12 16 20 ●●●

段数 1 2 3 4 5 ●●●

面積 4 6 8 10 12 ●●●



□

□尾

□

<〉

4考 察

身近な事象の中から，対応関係を見つけ出し，客観的にとらえたり，簡潔に表現したりするこ

とは，現象を理解する上で有効である。つまり， その中からともなって変わる二つの数量を取

り出し，変化や対応の関係に着目して考察しようとする態度を育てることは大切なことである。

本時教材は一辺がlcmの正方形を規則的に並べていくなかで，段数が変わっていくにともな

って変わる量をとらえさせた。また， 自由に正方形を並べて自分なりの問題づくりをさせた。こ

のことにより，子どもたちが問題場面を容易にとらえることができ，正方形を並べるという作

業を通して，数学が苦手な生徒も各自の考えをもつことができた。

また，あまり負の数を扱った事例がないが，対応関係を表す式を通して，負の数にまで広げて

いきたいと考える。

そして， この学習をきっかけとして関数に興味を持たせ，変化と対応についての見方や考え方

を伸ばし， 自ら考察しようとする態度を育てていきたい。

（阿南中学校庄野泰志）
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条件を変えて，問題をつくろう （2年）

1 授業のねらい

条件の一部を変えて多様な問題をつくることにより，変化と対応についての見方や考え方を一

層深めていく。そのために，次の3つを授業のねらいとした。

（1）一人一人が興味や関心をもって，意欲的に取り組むことができる。

（2）問題をつくることによって学習の楽しさを味わう。

（3）できた問題を解くことにより，関数についての理解を深める。

指導計画ク

ー次関数学習後

「条件を変えて，問題をつくろう」…………………･…･…･………………2時間（本時）

開3展

（1時間目）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 課題を把握する。

2各自で考える。

･点Pの位置によって場合わけが必要なこと

を理解する。

･各場合についてyをxの式で表す。

3問題を構成する条件を見つけ出す。

’

o図をかき， 3つの場合について△PDAの形

を確認させる。

o面積を表すために底辺と高さに注目させる。

右の図のような長方形ABCDがあって，点PはA A D

から出発して, 1cm/秒の速さで，周上をB, Cを

通ってDまで移動する。

点PがAを出発してからx秒後の△PDAの面積

をyc㎡として, yをXの式で表してみよう。
P
■
Ｄ
Ｃ
●
０
０

V

､
~

B
－－－

~･･---4cm-----
一一一

一
一

一

C

、

、

、
１

１
１
１
１

3cm
０
。
０
．
１
凸
〃

ノ

タ

ノ

ダ



(2時間目）

生徒の作った問題

〔式に表すことのできたもの〕

パターン1《長方形の形や点Pの速さを変える》

右の図のような長方形ABCDがあって，点PはAか

ら出発して, 2cm/秒の速さで，周上をB,Cを通って

Dまで移動する。

点PがAを出発してからX秒後の△PDAの面積をy

c㎡として, yをXの式で表しなさい。

A ，

P
6cm

B 10cm C

C

パターン2《もとの図形を変える》

（1）右の図のような直角三角形ABCがあって，点Pは

AからBまでは0.5cm/秒,BからCまでは1cm/秒

の速さで移動する。点PがAを出発してからX秒後

の△PACの面積をyc㎡として, yをXの式で表しな

さい。

9cm

A P

3cm

B
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

2 1つまたは複数の条件を変えることによっ

ていろいろな問題を作ってみる。

3 自分の作った問題や，友達の作った問題を

解いてみる。

’

oどの条件に着目すればよいか，助言する。

o多様な考え方ができることに気づかせる

･何を変数yとしたかを明確にさせる。

0

o現段階では解けない問題もあることを知らせ

る ◎

条件を変えて，問題を作ってみよう

また，できた問題を解いてみよう。

◎



A

(2)右の図ような円Oで半径OAが時計回りにx・動い

た半径をOPとする。おうぎ形OAPの面積をyc㎡と

して, yをxの式で表しなさい。

（最初は動く時間をxとしていたが，立式が困難なた

め角度をxとするよう助言した｡）

10cm

0

P

H G
(3)右の図のような立方体がある。点Pはlcm/秒の

速さでA－D－H－G－C－Bと移動する。点Pが

Aを出発してからX秒後の四角すいP-ABFEの体

積をyc㎡として, yをXの式で表しなさい。

， 5cm

F

A B

パターン3《できる図形を変える》

（1）右の図のような長方形ABCDがあって，点Pは

lcm/秒の速さでA－B－C－D－Aと移動する。

点PがAを出発してからX秒後の△PBDの面積を

yc㎡として, yをXの式で表しなさい。

A ，

4cm

P

B C

5cm

(2)右の図のような長方形ABCDがあって，点Pは

1cm/秒の速さでA－B－Cと移動する。点PがA

を出発してからX秒後の四角形APCDの面積をycIIf

として, yをxの式で表しなさい。

A ，

P

3cm

B C

4cm

パターン4《2点を動かす》

右の図のような台形ABCDがある。点Pは1cm/秒

の速さでB－A－D－A－Bと動く。点Qは2cm/秒

の速さでB－C－B－C－Bと動く。点P,点Qが出

発してからX秒後の△PBQの面積をyc㎡として, yを

xの式で表しなさい。 （一部二次式になる）

4cln
，

Ａ
Ｐ
ｍＣ４

B

8cmQ C
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〔式に表せなかったもの〕

･もとの長方形を等脚台形や平行四辺形，正、角形に変えたもの。

・点Pが対角線上を動いていくもの。

。yを三角形の周の長さに変えたもの。

4考 察

（授業の反省）

（1） 1時間目の課題に時間がかかった。それぞれの場合にわけて図をかくことが難しかったよう

である。また，変域の理解に不十分な点があった。

（2）問題の中の条件をとりだしてどの条件を変えるかを考えさせていったが，どの条件を変えれ

ばよいのかわからずにとまどう生徒が多く見られた。そこでまず， もとの長方形の形を変える

よう助言したところ,辺の長さを変えてみたりして取りかかることができた。

（3） もとの図形を変えることから始めたせいか，平行四辺形やひし形，正多角形，星形など様々

な問題が作れたが，残念ながら式に表すことが困難であった。そのため，他の条件変えを考え

ることができない生徒も多く見られた。

（4）数学の得意な数人の生徒が2点が動いていく問題に意欲的に取り組んでいた。しかし，他の

生徒は1つ作れたらそれで満足してしまい，多様な考え方をすることができなかった。これは，

普段の受け身的な授業に慣れているせいではないかと反省した。

（5）事前にこちらが予想しなかったような立体や円がでてきたのには驚かされた。特に，それが

あまり数学が得意ではない生徒だったのがうれしいと思う。これからもこうした課題をできる

だけ多く授業の中に取り入れていきたい。

（6）できた問題の中から数題を選んで解かせてみたが「○○くんの問題だけは絶対に解いてやる」

といった声も聞かれ，生徒たちにとっては教科書の問題をそのまま解くよりも楽しかったよう

である。

（7）今回は， 2年生の一次関数学習後に行ったが， これが3年生の三平方の定理学習後であれば，

立式が可能なものも多くあって，興味深い課題になるのではないかと思う。

（今後の課題）

この課題の他にも，多角形の角についての学習終了後「星形多角形の問題」を課題学習とし

ておこなった。ここでも，意欲的に課題に取り組み，多様な見方・考え方ができることを確

認することができた。しかし，一部にはまったく取りかかれない，考えようとしない生徒や

「こんなことが何の役に立つのか」といった発言をする者もいた。これは日頃，教科書中心で

受け身になりがちな授業にも原因があると反省をしている。

今後も生徒が興味・関心をもって取り組める教材の研究に努めるとともに，グループ学習や

ティームティーチングなど授業形態についても工夫を重ねていきたいと思う。

（石井中学校板橋典子）
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マッチ棒を使って(3年）

1 授業のねらい

自ら学ぶ力を育てるためには， 「生徒が興味・関心を持って取り組め， また，解決することに

より成就感，満足感のえられる課題の設定」「授業の中で意見交換による葛藤場面の設定」「次

へつながる意欲のでるようなまとめと評価」が大切であると考え，本時では次の目標を設定した。

（1）課題の解決に興味を持ち，意欲的に授業に参加できる。

（2） 「ともなって変わる2つの量の間の数量関係」を，図や表や式などから考察することができる。

指導計画

関数y=aX2……………………………………･………………………2時間

関数y=aX2のグラフ…………………………･……･･………………5時間

関数y=aX2の値の変化の割合…･………………………………･…3時間

いろいろな関数………………………･…………………………………1時間

マッチ棒季使って…………･………･…………………･…………･……1時間（本時）

2

１
１
１
１
１

１
２
３
４
５

Ｉ
く
Ｉ
Ｉ
く

開3展

昔1 ，a星（1）

笠數弄10段の'又'0

△＆潟
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

段
段
段
段

１
２
３
４
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 問題を考え発表する。 ’

。ともなって変わる2つの数量関係を調べる方

法を思い出させる。



一問題②

習題①の後 宙静

問題①における生徒の考え方

〈1） 10段の図をかいて数える。

（2） 1段のとき………1個（1×1）

2段のとき………4個（2×2）

3段のとき………9個（3×3）

4段のとき………16個（4×4）

10段のとき (10×10＝100）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

･図をかく

･表にまとめる

oグラフにかく

･式に表す

2問題②を班ごとに考え発表する。

･段数を変えた問題

･三角形の周の長さ

・マッチ棒の総本数

● x段目の三角形の個数

3考えた問題を解き，班ごとに発表する。

o生徒の自由な発想を大切にする。

o求める方向や筋道が正確ならばどの考えも正

解とする。

・いろいろな考え方があることに気づかせる。

･表や式，グラフに表すことで関係が明確にな

るよさに気づかせる。

o段数の変化にともなって変わるものとして，

いろいろな量に目をつけさせる。

･式で表すことのよさを確認させる。

･班ごとで考えさせることにより，いろいろな

問題ができることに気づかせる。

･全員が取り組める問題を選ぶ。

o他の問題も各自で取り組めるようにする。



(3)

(4) X段目の個数をy個として(2), (3)のようにして

y=X2になるだろうと予想し, X=10として考えた。

(5)

1＋3＋5＋7＋9＋11＋13＋15＋17＋19＝100

問題②で生徒の作った問題

（1） 1本をlcmとして, 50段のとき，周りの長さは何cmか。

（1本の長さ，段数を変えた類題）

（2） 25段のとき，全部で何本のマッチ棒がいるか。

（段数を変えた類題）

（3） 1本を3cmとして, X段のときの面積は何c㎡になるか。

（段数， 1本の長さを変えた類題）

（4） 10段のとき，頂点の数はいくつか。

（段数を変えた類題）

（5） 1本を3cmとして, 10段のときの高さは何cmか。

（段数， 1本の長さを変えた類題）

（6） 100本のマッチ棒で何段できるか。

（本数を変えた類題）

（7） 1本3秒で燃え尽きるとすると， 10段のときは何秒で燃えるか。

4考 察

研究授業でおこなったので，緊張がみられたが，全員が課題に対して興味を持って意欲的に取

り組むことができ，ねらいの一つを達成できたように思う。身近で，生徒の興味・関心をひき

多様な見方ができる課題の設定は，生徒の自主性を引き出し，問題を自分で解決していこうと

する態度に有効であることが分かった。授業の反省として，導入時の復習に時間をかけすぎ，最

後で問題を考えさせる時間が足りなくなった。授業後の研究会で， 「導入で興味をひくためには，

復習は必要最小限にするか，省いてもよいのではないか｡」また， 「問題①を解いて出たy=axg

の関係になるという予想が正しいことを確かめる必要がある｡」「班学習は安易にするのではな

く，生徒一人一人にしっかり考えさせたうえで，班活動に移るほうがよい｡」などの反省点が指

摘された。今後も，興味や関心を持って，生徒自らが主体的に取り組み， 自分の力で解決でき

たという成就感，満足感が味わえる教材の工夫や開発を心がけていきたいと思う。

〔参考〕 「啓林 中数編vol.6｣ 1995 autumn

（美馬中学校藤山三樹）
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段数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

個 数 1 4 9 16 25 36 49 64 81 100

X 段 目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

その段の個数 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19



三角形の内接円(S年）

1 授業のねらい

これまでの授業を振り返ると，教師が中心となって解決方法を導き，生徒に質問をしながら授

業を進めていくことが多かった。しかし， これでは，生徒は結論に向かってただ式変形をする

だけとなり， 自ら問題を解決したという喜びを感じることはできない。

そこで，自ら問題を解決する喜びを知り，数学を主体的に学習する意欲を高めさせたいと思い，

この課題を設定した。この授業のねらいは，次の3つである。

（1）既習の内容（三平方の定理，三角形の相似，面積の考えなど）を使って， 自ら問題を解決し

ていこうとする。

（2）問題を解決するには， いろいろな見方や考え方のできることを知る。

（3）相似や三平方の定理などについての知識・理解を深める。

指導計画ク

（1）三平方の定理……･……………………………･…．．………………･……4時間

（2）三平方の定理の利用………･…………………………………･…･……･5時間

（3）三角形の内接円…･･…………･……･……･…………･………･…………1時間（本時）

開3展

－56－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1課題を把握する。

･問題の意味を理解し，方針を立てる。

」

･問題を書いたプリントを配布し，書き込ませ

ながら，学習を進めていく。

AABCの内接円Oの半径を求めましょう。

ただし,AB
一
一 AC=10cm, BC=12cmとする。

A

B C



◆解き方

◎三平方の定理の利用

（直角三角形AOEに着目する｡）

OE=OD=xとすると,AE=4,AO=8-x

だから，三平方の定理により

(8-X)2=42+Xz

これを解く。

(その1）
A

C，B

◎相似の利用

(AAOEと△ACDに着目する｡）

AAOEcoAACDだから

AE:AD=OE:CD

よって, 4:8=OE:6

これを解く。

(その2）
A

CB ，

－57－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

2問題を解く。

● どの図形に着目すればよいかを考えながら

解き方を考える。

3解き方を発表する。

o自分の考えを筋道を立てて説明する。

･友達の見方や考え方を理解する。

4本時のまとめをする。

● じ つ くりと考える時間を与える。

o途中で，いろいろな図の見方を取り上げ，着

目する図形を発表させる。

｡早くできた生徒には，他の方法で求めること

を助言する。

o発表を聞いている生徒には，わからないとこ

ろの質問や気づいたことなどをあげさせる。

･それぞれの解き方のポイントをまとめさ

せる 0



◎面積の利用

(AAOBと△BOCと△COAに着目する｡）

AABC=AAOB+ABOC+4COA

OD=OE=0F=xとすると,AAOBと△BOCと△

COAの高さがxであることから，

12×8 10×Z+lg×X+1Q×x

(その3）
A

2 2 2 2

これを解く。
C，B

◎角の2等分線に関する定理の利用

(OCがとCの2等分線であることに着目する｡）

角の2等分線によって,ADはAC:CDの比に分割さ

れる。

AC:CD=5:3だから, AO:OD=5:3

よって, OD=且ADで求める。
8

(その4）
A

CB ，

◇生徒の反応

・最初はどうしたらよいのかわからなかったけど，友達のヒントを聞いて， なんとか解いて

いくことができた。

・自分の解き方で，ゆっくり解くことができた。

・いつもは1つの解き方で終わっているけど，いろいろな解き方があることがわかって驚いた。

・友達の解き方を聞いて，質問もできたのでよくわかった。

・自分の補助線を引いて問題を解くのは，やっぱり苦手。

・自分ではよくわからなかったけど，友達の説明を聞くのは楽しかった。

4考 察

「図形の学習は難しい， まして図形の説明ときたら何が何だかわからない」という生徒が多い。

それは，図形の授業がどうしても証明中心となり，受け身の授業になるからである。そこで， 自

ら解決できた喜びを感じさせ，友達の様々な解決方法に驚きを感じることができる問題を解か

せたいと思い， この課題を設定した。

時間がかかっても，生徒が自分で考えたことは教師が教えたことよりも身につくので，生徒に

考える時間を十分に与えた。最初はどうしたらよいのかわからなかった生徒も，友人の考えを

ヒントにほぼ自力で解決することができ，意欲的に取り組めたようである。基礎学力の定着し
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